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吉村宥希スペイン・メセレイェスの仮面衣装制作について

スペイン、カスティーリャ・イ・レオン州の農村、メセレイェスでは毎年カーニヴァルが開催さ
れている。そこに登場する仮面衣装ディスフラスの制作過程について報告する。

1．はじめに

スペイン、カスティーリャ・イ・レオン州の農
村メセレイェスでは、毎年行われるカーニヴァ
ルの際に仮面衣装ディスフラス（Disfraz）が登場
する。ディスフラスが登場する行事カルナバラダ
ス（Carnavaladas y Zarramacadas）はメセレイェス
のカーニヴァルを構成する行事の一つに過ぎない
が、今なお古くからの「伝統的」な姿が残されて
いるとされ、この日は村内が観光客で賑わう。そ

うした中で、メセレイェスのカーニヴァルに見ら
れる「伝統」についてはアロンソ・デ・マルティ
ンがカーニヴァル再興（*1）の際にまとめた民族誌
的記述（*2）の他、体系的に取り上げられることは
なかった。
他方、スペイン全体における仮面文化研究の

文脈では仮面と祖霊との繋がりが示唆されてい
る（*3）ほか、そうした過去から現れる霊が仮面に
宿り、大地と人々の生命力を更新するものとして
捉えられてきた（*4）。こうした言説はヨーロッパ
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を中心とする仮面文化研究とも類似しており、来
訪神的性格が共通してみられるともいえる。
しかしながらスペインを中心とする、より広く
ヨーロッパ南部の仮面文化に関する知見は今なお
不足しているのが現状である。筆者はメセレイェ
スのディスフラスについて、2019年以降継続的に
民族誌的調査を行ってきた。これまでの調査によ
り、ディスフラスがメセレイェスの村にかつて存
在し、あるいは用いられていた道具類や職業、動
物などといった「伝統的な物事（cosas tradiciona-
les）」の表象であることが明らかとなった。また、
これらのディスフラスは画一的な姿形、あるいは
その表象の基となる事物が定められているわけ
ではなく、作成する村民が「村にある古い物」と
して捉えたものを用いて自由に制作すると、現
地では説明される。より具体的には、「伝統的な
物、素材であること（materiales tradicionales）」「古
いこと（antiguos）」「プラスチックを使っていない
こと（no plástico）」「最近のものではないこと（no 
casos modernos）」がディスフラスの条件として語
られる（*5）。これらのディスフラスは、その名称
からそれぞれの表象の基となる事物を知ることが
できること、これを類型化すると「モノ」「人間」
「動物」「自然物」「その他」に大別できること、そ
して表象される物や職業など「伝統」として捉え
られている事物はおおよそ1970年代以前の村に
存在したものであること、そしてディスフラスは
来訪神とは呼ばれておらず、人々もそのようには
認識していないものの、過去の事象がディスフラ
スを通して現代に顕現しているという点において
来訪神的性格を有している可能性があることなど
を示してきた（*6）。
2023年の調査では、ディスフラスの制作現場で
の参与観察を初めて行った。その結果、ディス
フラスの制作過程にいくつかの変化がみられるこ
と、そして表象の基となる事物の古さのみを根拠
としてディスフラス全体を「伝統的」で「古い」も
のと解釈することに対して一定の留保が必要であ
ることが明らかになった。そこで本稿では、ディ
スフラスの制作過程を記述しながら、新たに生じ
た検討課題を提示する。

2.  調査対象

2-1.  調査地概要

メセレイェスはスペイン王国北部、カスティー
リャ・イ・レオン州の都市ブルゴスから南に
33kmに位置する村である。村の面積は59.63平
方キロメートルで、人口は2020年2月26日時点で
195人であり、人口密度は1平方キロメートルあ
たり3.54人とされる。公用語はスペイン語（カス
ティーリャ語）である（*7）。
平日こそ村内に人の姿は少ないが、休日になる

と、平日は都会で働いていたメセレイェス出身者
やその子供らがメセレイェスに持つ家に戻ってく
る。このため本稿では以後、メセレイェスに定住
している人々に加え、休日にメセレイェスの家に
戻ってくる人々も「村民」として論じる。
こうした村民が自主的に集まり、運営している

のが「メセレイェス文化協会（Asociación Cultural 
Mecerreyes）（*8）」である。この協会は村民の自由意
思によって成り立っており、カーニヴァル以外に
も収穫感謝祭やドゥルサイナ（*9）祭などの祝祭や
行事の準備を一手に担っている。運営資金は村民
からの寄付に依拠している（*10）。

2-2.  ディスフラス

カーニヴァルでは、第2の行事とされるカルナ
バラダスにのみ仮面衣装ディスフラスが登場す
る。ディスフラスという名称は「仮装する」を意
味する“disfrazar”の名詞形であり、直訳すると「仮
装」に近い言葉である。しかし、メセレイェスに
登場する仮面衣装以外の仮装（*11）についてはディ
スフラスという括りでは捉えられていない。
ディスフラスは、表象の基となった事物を示す

名称が付けられる。例えば材料に骨が用いられた
ディスフラスは「骨」を意味する”Huesos”と名付け
られている。一方で、村民間においてこの名称そ
のものに特別な意味はないと語られる。また彼ら
にとっては、ディスフラスの類型や区分といった
ものはないとも言われている。
ディスフラスそのものは、①フェルトや麻袋で
全身を覆い隠した上から特定の素材を多く装飾す
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3. 制作過程

ディスフラスの準備はカーニヴァルが行われる
約一週間前から始まる。2023年の場合、カーニ
ヴァルは2月19日の日曜日に行われ、準備は11日
の土曜日から始まった。
準備の日になると、村にある「カーニヴァル博
物館（Museo del Carnaval）（*14）」（図1）の2階に村民た
ちが続々と集まってくる。この博物館の2階は
カーニヴァルに関係する衣装や材料の倉庫兼作業
部屋となっており（図2）、人々はそこにある素材を
自由に使用しながら仮面や衣装を制作する。人に
よっては張り子などで事前に作った仮面の下地を
持ち寄り、この場所で塗装や目穴開け、素材の接
着などを行っていた。

3-1.  仮面制作

基本的な仮面の制作方法は下記のとおりであ
る。まず初めに、下地となるものを用意する。下
地の素材として、麻布、籠、ボール紙、張り子、
目出し帽、発泡断熱材、プラスチック製の無地の
仮面などを確認した。また、張り子で仮面を制作
するために石膏型を使用していることもあった。
この張り子の材料として、新聞紙やアルミホイル
が用いられていた。
ボール紙を使用する場合、形状を固定するため

の加工がなされる。中心部に紐を巻き仮面全体を
曲げつつ、表裏両面に木工用接着剤を塗布するこ

るか、②表象の基となる人物や職業などの扮装に
似せるといった2つの方法で、モノや属性を表現
している。また、ディスフラスは大きく仮面部分
と衣装部分に分けることができる。上述の①に該
当する「モノ」や「動物」、「自然物」のディスフラ
スは仮面と衣装が一続きとなっているような見た
目だが、②に該当する「人間」のディスフラスは
仮面と衣装が分離しており、仮面部分は人の顔、
衣装部分は服装となっていることが特徴として見
られる。
制作については主にアソシアシオンの人間に
よって行われるが、着用者本人によって制作され
ることもある。また、毎年新しいディスフラスが
制作されており、少しずつ種類が増えていると語
られる。これらの保管は基本的にアソシアシオン
が行っている。一方で、かつては各家庭において
着用者がディスフラスを自ら制作するのが基本で
あったとされる（*12）。
2023年2月時点では、アソシアシオンがまとめ

たリストに記載されたディスフラスは計72体で
あった。そのうち8体が廃棄されており（*13）、調
査においては残りの64体の内、村を不在にして
いた個人が所有していたり行方不明とされている
15体を除いた49体が保管されていた。調査にお
いてはこの49体に、2023年に新たに制作された6
体を加えた計55体のディスフラスのスケッチ並び
に調書をまとめた。
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図1.  「カーニヴァル博物館（Museo del Carnaval）」入口
筆者撮影（2023年2月10日）

図2.  「カーニヴァル博物館（Museo del Carnaval）」2階、作業部屋
筆者撮影（2023年2月11日）
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お椀状に下地を成型した後、上に新聞紙、毛皮の
順で張り合わせ、耳や鼻などを付け加えながら制
作し、新規制作仮面Aの場合は顔状に成型したも
のに目穴をあけ、スプレーで塗装することで完成
としていた（図4）。

また仮面制作の場において、特に新たに制作す
る場合、明確なテーマが決められていることはな
いように思えた。筆者自身も新たな仮面の制作を
一つ任されたが、その際には「自由に作ってよい」
とアソシアシオンの人々から何度か言われた。ま
た筆者以外の村民も、みな思い思いに制作してい
たことから、これは筆者が部外者かつ外国人であ
るからという配慮によるものではないと考えられ
る。

とで形状を固定していく（図3）。その後、表面に白
い紙を貼り合わせていく。
次に、これらの下地に対して装飾を加えてい
く。油性マジックやスプレーを用いて表面に彩色
した後、接着剤を用いて様々なものを接着し、装
飾を施していくのが基本的な流れである。装飾に
用いられる素材としては毛皮や木枝、毛糸が見ら
れた。
古くなった仮面が更新された「熊（Oso）」と新

規制作仮面A（*15）のみ、発泡断熱材（espuma ais-
lante）が下地として使用されていた。これは本来、
建築物の壁面にスプレーし断熱効果を得るために
用いるものである。しかしメセレイェスにおいて
は石膏型に吹き付けることで顔状に成型し、仮面
へと加工していた。例えば「熊」の仮面の場合は

図3.  ボール紙製の下地に紐を巻き、
木工用接着剤を塗布することで固めていく

筆者撮影（2023年2月11日）

図4.  発砲断熱材製の仮面
筆者撮影（2023年2月18日）
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更新する必要があり（*16）、そうしたものは準備期
間中に、古いものを外し新しいものをつけていく
作業が行われていた。例えば「ウリ（Calabazas）」
のディスフラスは名称の通り麻袋を下地として全
体にウリが多くつけられるが、同時に蔦も全身に
つけられている。カーニヴァルの準備において
は、麻ひもで縫い付けられていた古い蔦を取り除
き、新たな蔦をまた縫い付けていく作業が行わ
れた。ほかにも「野菜かご（Coloño verduras）」の
仮面と衣装部分の生鮮野菜（ニンニク、ニンジン、
ピーマン、レタス）や「木蔦（Hiedra）」の衣装部
分の大量の枝葉、そして「アフリカハネガヤ（Es-
parto）」、「縄（Cuerdas）」、「コルク栓（Corchos）」の
3体が手に持つ棒につけられた山羊の頭や心臓、
「腸（Tripas）」が手に持つ棒の先につけられた豚の

3-2.  衣装制作

仮面部分が制作された後、それに合わせる形で
胴体部分（衣装）が制作されていく。胴体部分の
制作にあたっては、一人が仮面を実際に着用し、
それに村民それぞれが合うと考えた素材や衣服を
当てていくことが多い（図5・6）。この際、素材や衣
服は博物館2階の倉庫に保管されているものを用
いており、この倉庫には毛皮や麻袋といった多く
のディスフラスの素材として用いられているもの
に加え、古い衣服類が複数あった。
ディスフラスの素材を更新する際は、もともと
のディスフラスのモチーフに合わせて素材を選定
し、装飾を行っていく。特に野菜や肉類など、生
鮮食品を素材とするディスフラスは、毎年素材を
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図5.  「熊（Oso）」の仮面をマネキン代わりに試着させられている
筆者の図  Mari Carmen氏撮影（2023年2月18日）

図6.  新規制作仮面Aの衣装制作の様子
筆者撮影（2023年2月18日）



民族藝術学会誌  arts/ ｜ vol.40 ｜ 2024 報告

132

膀胱などが付け替えられていた。
また衣装部分の準備については、カーニヴァル
の一週間前の準備日に加えカーニヴァル前日、あ
るいは当日午前に準備が行われていることもあっ
た。この理由として、第一に人々が仮面から制
作・準備を行っていることが挙げられる。2月11
日時点では少なからず衣装の準備をしている様子
も見られたが、新規制作となるとすべからく仮面
を先に制作した後に衣装制作に取り掛かってい
た。またもう一つの理由として、衣装は着用者の
身長や体つきによって多少の手直しが行われるこ
とが挙げられる。着用希望者はカーニヴァルの前
日に博物館2階を訪れ、壁に貼り出されたディス
フラスの写真をもとに着用したいものを決め、そ
れをその場にいるアソシアシオンの担当者に告げ
る。その担当者は着用希望者にディスフラス一式
を着させ、手直しを行っていく。特に子供が着用
する際には、部屋に保管されていた古着などの衣
装を組み合わせて準備する様子が見られた。

4. 特筆すべき点と考察

以上の制作過程において、特筆すべき点を下記
にまとめたうえで、考察を行いたい。

4-1.  ディスフラスの素材

ディスフラスは「村にある古い物」を表象し、
その表象の基となる古い物を用いて制作される。
一方でその制作の際に用いられるディスフラスの
素材を見てみると、用いるものすべてが「古い物」
と言えるわけではないことが明らかとなった。例
えば「熊（Oso）」や新規制作仮面Aに用いられた
発泡断熱材自体は「伝統的」な素材ではない。し
かしながら仮面作成の際には稀に用いられるとい
う。また、村民たちはこうした仮面に適した素材
を探す行為も楽しんでいるのだという語りもあっ
た（*17）。
その他にもディスフラスを着用した際に仮面部
分が安定するよう様々な素材が使用されていた。
例えば仮面の内側にヘルメットが固定されていた
例として「イノシシ（Jabalí）」、「馬の毛、ウサギ
（Pelo caballo, conejos）（*18）」、「木枝（Hiedra）」、そし

て「3つのかご（3 Coloños）（*19）」の計4体が挙げら
れる。またこれ以外にも塩化ビニルホースや鉄パ
イプ、スポンジ、発泡スチロール、バケツなどが
素材として用いられていた。ほかにも多くのディ
スフラスの素材の接着部に樹脂系接着剤が用いら
れていたことが、準備段階において確認できた。
2020年以前から同じディスフラスが使用されて
いることが確認できている「イノシシ（Jabalí）」の
内部にヘルメットが使用されていたことを考える
と、こうした「伝統的」とは言い難い素材の使用
については以前から行われており、そしてメセレ
イェスでは問題になることはなかったのだと考え
られる。インフォーマントの一人からは「外から
見えない場所にはプラスチックなど最近のものを
使ってもよい」、「見えないから問題ない」（*20）と
いう語りを聞くこともできた。
こうした新しい素材の使用は、村民がディス
フラスの準備に割ける時間が減ったが故に起こっ
た変化ではないだろうか。カーニヴァルそのもの
も生活習慣の変化にあわせ、日程が変化してき
た（*21）。こうした生活習慣の変化によって、平日
は都市部で生活し休日はメセレイェスに戻るとい
う生活が常態化していき、結果として休日の限ら
れた時間の中でディスフラスを用意するために、
近代的な素材が使用されるようになっていった、
と考えることができる。

4-2.  制作者

今回の調査から、一つのディスフラスに対して
関わる制作者は一人ではないことも明らかになっ
た。一つの仮面に対し、何人かの人々が入れ代わ
り立ち代わり手を加えていた。あるいは一人が手
を加えていたものに対し、その制作者がいない間
に他の人が手を加え始めることもあった。また、
複数名で同時に一つの仮面を手掛けることもあ
り、そうした際には互いの好みを相談しながら装
飾を決める様子も見られた。この即興性を伴う制
作の在り方は仮面だけに限らず、ディスフラスの
衣装部分・胴体部分の制作にも見られた。人々は
それぞれの好みを基準に素材を貼り付けるだけで
なく、下地そのものから変えることもあった。
人々の語りによれば、ディスフラスは「家にあ



133

る古いものを使う」とされているように、本来は
各々が各家庭で制作するものとして捉えられてい
た。しかし、現在は共同で使用できる作業場所が
あり、そこで制作されることが多い。このような
場所で複数人で制作することが、ディスフラスと
その制作過程に変化をもたらした可能性がある。

4-3.  新規に制作されたディスフラスのモチーフ、

ならびに名称について

2023年のカーニヴァルにおいて、6体のディス
フラスが新たに制作され、着用された。しかし新
規に制作されたもののうち、そのモチーフと名称
が提示されたのは「松ぼっくり（Piña）」と「飛び
出た目（Ojo Saltones）（*22）」のみである。「松ぼっ
くり（Piña）」は村民個人が制作したもので、個人
宅で制作されたのちに完成品がカーニヴァル前日
に博物館に運び込まれた（図7）。残りの4体のディ
スフラスはカーニヴァルが終わった後も名前が付
けられることはなく、制作時点で名称を聞いても
「名前はない」、あるいは「名無し」を意味する“Sin 

nombre”と言われたのみであった（*23）。
確固たる名称がないものは下記の通りである。

1つ目が仮面部分に前述の発泡断熱材が使用され
たディスフラス（新規制作仮面A）で、衣装部分
には麻袋、骨、木蔦、くるみの殻などが用いら
れていた。2つ目は仮面部分がボール紙で制作さ
れたディスフラス（新規制作仮面B）で、毛皮と
骨で装飾されていた。仮面の下には目出し帽をか
ぶっており、衣装部分は腰に巻いた革ベルトで下
地の麻袋を固定し、首や腰から骨を付けた麻ひも
を下げていた。手にも骨を付けた木の棒を持って
いた。3つ目は張り子で制作された仮面を着用し
たディスフラス（新規制作仮面C）で、青いスカー
フで頭部を覆い、麻袋で作られた衣装を麻ひもに
より腰で留め、大きな骨を首からかけ、手には
アザミらしき植物を持っていた。このディスフラ
スは、子供が着用していた。4つ目は筆者が仮面
の装飾に関与したディスフラス（新規制作仮面D）
で、仮面部分には毛皮で髭、鳥の羽で髪の毛が表
されている。頭部を赤いスカーフで覆い、麻袋を

吉村宥希スペイン・メセレイェスの仮面衣装制作について

図7.   「松ぼっくり（Piña）」のディスフラス  筆者撮影（2023年2月18日）
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加工した服を着て、首には大きな骨をかけ、手に
はアザミらしき植物を持っていた。このディスフ
ラスも子供が着用していた（図8）。

ディスフラスの「名付け」、あるいはモチーフを
制作に先立って決めるか否かについては「制作者
による」とする語りがあった（*24）。人によっては
ディスフラスを制作する際に事前にモチーフを決
めて制作するが、仮面と衣装を制作してから名前
を考える人もいると述べていた。この事実は、す
べてのディスフラスが、初めから何を表象するか
決めて制作されるわけではないということを示し
ている。

5. まとめと展望

メセレイェスのカーニヴァルに登場する仮面衣
装ディスフラスは、村にある「古い物」を用いて
制作される「伝統的」なものとされてきた。しか
し、今日の制作過程を見る限り、目に見えない箇
所には、新しい素材が一部用いられるようになっ
ている。仮面の下地となる部分に建築に用いられ
る発泡断熱材が使用されたり、頭を固定するため
にヘルメットが入れられたり、それらの接着に樹
脂系接着剤が用いられる、といったようにであ
る。この場合、外側から見えないから問題ない、

という認識をどのように解釈すべきかが問題とな
る。外観上はあくまでも「古さ」が希求されてい
るとみることもできる一方で、人々の「古さ」へ
のこだわりが希薄化しつつあるとみることも可能
である。今後は新しい素材の使用がどの範囲まで
拡大され得るのか、あるいは制限されるのか、そ
の境界を注視することで、ディスフラスの性格を
改めて解釈することができると考える。
またディスフラスが共同の作業場で制作される

ようになり、それにともなって個人や各家庭単位
ではなく、複数の村民が各々の「好み」を基準に
手を加え、しかもそれらが即興性を伴ったものに
なっていることも注目に値する。この制作方法は
自由度が比較的高いといえるが、仮にこれが最近
の変化であるとすれば、この点もまた、ディスフ
ラスの今日的特徴を考えるうえで重要な示唆をも
たらすに違いない。
同様に、ディスフラスの「名付け」をめぐる問

題についても、議論の発展には継続調査が不可欠
である。2023年時点で名前が付けられなかった
ディスフラスが、次年度以降どのような名前を付
けられて使用されるのか、あるいは付けられない
のか、また名称の有無によってディスフラスの使
用に差が出るのかに着目していく。今後もディス
フラスの名称の位置づけと「名付け」の意味につ

図8.  カーニヴァルでの新規制作仮面C（右）、Ｄ（左）の様子  筆者撮影（2023年2月19日）
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いて継続的に調査を行うことで、ディスフラスの
名称、あるいはそれを名付ける行為が人とディス
フラスの相互作用にどのような影響を与えている
のかについて検討していきたい。
（よしむら・ゆうき／名古屋大学大学院人文学研究科、

文化人類学）
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吉村宥希スペイン・メセレイェスの仮面衣装制作について

*1 メセレイェスのカーニヴァルはスペ
イン内戦ならびにフランコ政権下に
おいて実施できない時期が存在した
（J. Salvador Alonso de Martín氏への
フォーマルインタビュー、2020年3
月10日）。写真記録を見ると1983年
にカーニヴァルが実施されたようで
あるがディスフラスは確認できず、
それが登場するカルナバラダスは
2002年から復活したようである。

*2 Alonso de Martín、1993, 1999。
*3 カロ・バロッハ、1987。
*4 Calvo Brioso、2012。
*5 Oscar Alonso Alonso氏へのインフォー
マルインタビュー、2020年3月10日。

*6 吉村、2020。
*7 Ayuntamiento de Mecerreyes、2020, 

Consejo General de Economistas、
2020。

*8 現地での発音に則り、以下「アソシ
アシオン」と表記する。

*9 “Dulzaina”、楽器。
*10 Mari Carmen Mambrillas Portal氏
へのインフォーマルインタビュー、
2020年3月7日。Oscar氏へのフォー
マルインタビュー、2020年3月10日
ならびに同年3月13日。

*11 例えば、顔を炭などで黒く塗り動物
の毛皮をまとう“zarramaco”やカーニ
ヴァルの日に行われる行事「雄鶏競
争（Corrida del Gallo）」に登場する「王

（El Rey）」など。
*12 Mari Carmen氏へのフォーマルイン
タビュー、2020年3月7日。

*13 Mari Carmen氏へのインフォーマル
インタビュー、2023年2月18日。

*14 メセレイェスの元小学校の校舎を利
用した博物館。村民主体で行ってい
るもののようであるが、“Museos Vi-
vos”というシステムを用いており、
365日いつでも見学することができ
る。

*15 後述するが、2023年のカーニヴァル
段階では名称が決まっていなかった
新規制作仮面が計4つ存在した。名
称がないため、「新規制作仮面」と
してAからDまでアルファベットを
振って示す。

*16 Mari Carmen氏およびBenito Mam-
brillas氏へのインフォーマルインタ
ビュー、2023年2月11日ならびに同
年2月18日。

*17 Mari Carmen氏とのメールのやり取
りより、2023年7月26日。

*18 このディスフラスの名称が媒体に
よって異なることが確認できてい
る。着用者の名前を事前に記入し
ておくリスト上では「Pelo caballo, 
pieles」であるのに対し、準備の場に
貼り出されていた写真一覧では「Pelo 
caballo, conejos」となっていた。

*19 同前のように、これも名称が媒体に

よって異なり、「3 Coloños」と「Coloños 
3」という記載が確認できている。

*20 Oscar氏へのインフォーマルインタ
ビュー、2023年2月13日。

*21 かつてメセレイェスのカーニヴァル
は3日間に及ぶ行事であったが、平
日に仕事に行く必要が出てくるな
どの生活習慣の変化により、カーニ
ヴァルを構成する行事の一部が行
われなくなり、最終的に日曜日に集
約されることになった。また村民の
多くがカーニヴァルの翌日には仕事
のため都市部に戻らなくてはなら
ないため、本来は雄鶏競争（Corrida 
del Gallo）の行事の後に行う晩餐が、
カーニヴァル前日の土曜夜に行われ
るようになった（Mari Carmen氏へ
のフォーマルインタビュー、2020年
3月7日。ならびに J. Salvador氏への
フォーマルインタビュー、2020年3
月10日）。

*22 ただしこれはMari Carmen氏が付
けた仮称であり、この名前が村民全
体に共有されているわけではない。
（Mari Carmen氏へのインフォーマ
ルインタビュー、2023年2月18日）

*23 Mari Carmen氏へのインフォーマル
インタビュー、2023年2月11日。

*24 Oscar氏へのインフォーマルインタ
ビュー、2023年2月13日。


